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出エジプト記30:22-38 
[22-33]聖なる注ぎの油 
・注ぐ対象は何かな？また、しては
いけないことは何だろう。 
　この油は、神様が選んだ者に特別
に与えられる聖霊を象徴している
よ。そして御霊が限りなく注がれる
お方（イエス様）を予告するもので
もある。そのイエス様が信じる私た
ちに御霊を注いでくださるんだ。 

[34-38]聖なる香 
香は祈りの象徴だよ。香の置かれた
場所はあかしの箱の前、神様の臨在
のすぐ近くだった。私たちも今神様
の前に近づき、心から祈ろう。そし
て祈るために聖霊が私たちを助けて
くださることを覚えよう。

2024/5/21(火)
出エジプト記31章 

　神様はベツァルエルに神の霊を満た
した。それは何のためだった？また、
ともに働くオホリアブに何を授けたと
書いてあるかな？私たちが神様の前に
なすべきことをするために、同じこと
が必要だろうか？ 
　12-18節では、安息日を守るように
という神様のことばが書かれている
よ。安息日の目的は、神様を礼拝する
ことだった。安息日を汚すことや、守
らないことに対して、神様が厳しく命
じているのはなぜだろう？神様への礼
拝を軽んじることは、私たちにどんな
影響があるか、考えてみよう。 
　ただ宗教的に礼拝を守るのではな
く、神様を愛する心から喜んでささげ
ていけるように祈ろう！

2024/5/22(水)
出エジプト記32:1-14 

　モーセが山にいた40日の間に、民
は偶像礼拝の罪を犯してしまった。こ
の出来事を読んで、人が偶像礼拝に傾
く危険はどんな時に大きくなると思う
かな？また、アロンが罪に協力してし
まったのは、どんな弱さからだろう？ 

　神様は民の堕落をモーセに告げ、彼
らを滅ぼすと言われた。しかしモーセ
の必死のとりなしに「わざわいを思い
直された」 
　ここで重要なことは、神様がモーセ
の祈りを待っておられたということ
だ。神様は私たちの祈りを待っておら
れる。今神様の前に祈るべきことは何
だろう？信仰を持って祈ろう！

2024/5/23(木)
出エジプト記32:15-35 

　モーセが山を下り、子牛と踊りを見
るなり、怒りが燃え上がった。モーセ
は、神様との契約として与えられた板
を山のふもとで砕いてしまったよ。 
・モーセに問われたアロンはどんな言
い訳をしているかな？責任転嫁や自分
を守るための嘘は、自分もやってしま
うことがあるだろうか？ 
　モーセが、主につく者は誰かと、決
定的な態度を求めたところ、レビ部族
が集まった。そして罪を捨てない同胞
を殺すようにと主は言われ、この日三
千人が倒れた。 
・この出来事はどんなことを教訓とし
て私たちに教えているだろうか？放っ
ておいている罪があれば悔い改めて、
新しい生き方を選ぼう！

2024/5/24(金)
出エジプト記33章 

イスラエルの偶像礼拝は、目先の安心を求
めた民の心の現れだった。人は不安になる
と目に見える安心にすがりたくなる。でも
それは神様を無視することになったんだ。
そんな民のためにモーセはとりなしている
よ。12-19vを読もう。 
●神様はモーセ個人に「あなたはわたしの
心にかなっている」と言われたね。何節に
書いてあるかな？3箇所あるよ。 
●モーセはそれで満足してるかな？モーセ
が神様に求めていることは何だろう？16v 
●モーセが民のために祈ったのは、自分が
救われた（神様から認められた）ことで満
足しなかったからだ。きみは仲良しの友達
が占いや偶像の話で盛り上がるのを聞くこ
とがあるかい？そんな時どんな気持ちにな
るかな。「神様赦し、救ってください」と
祈るとイイね。きっとそれが君がそこにい
る意味だね。

2024/5/25(土)
出エジプト記34:1-17 

　神様は偶像礼拝をして罪を犯してし
まったイスラエルの人々に、もう一度
同じ恵みを与えてくださった。前と同
じような石の板に同じことばを記し、
神様の命令を与えてくださった。 
神様は怒るのに遅く、あわれみ深く情
け深い神様だと書かれている通りだ
ね。 
　その命令は、人々を不自由に縛るも
のではなく、『恵みを千代まで保ち、
咎と背きと罪を赦す』ことの表れだっ
たんだ。 

　神様が私たちに与えてくださってい
ることばを、自分の恵みとして受け取
っていこう！

2024/5/26(日)
出エジプト記34:18-35 

「モーセは、主と話したために自分の顔
の肌が輝きを放っているのを知らなかっ
た」 

　再び、神様はモーセにイスラエルの民
との契約について語りました。神様と話
したモーセは、神様の栄光によって、顔
が光輝きましたが、自分では気がつか
ず、他の人がそれを見て恐れました。 
　神様と深い交わりをしたことで、自分
でも気がつかないぐらいに神様の栄光を
鏡のように、映していたんだね。同じこ
とが私たちにも起こるでしょうか。他の
人が私たちを見て、神様の栄光を認める
ことがあったら、最高だね！！ 
神様の栄光をあらわす器として用いられ
るように、仕えていくことができるよう
に祈ろう！！

彼らはいつも、使徒たちの教えを守り、交わり
を持ち、パンを裂き、祈りをしていた。 
使徒の働き２章42節




